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「
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
七
六

号
）
（
以
下
単
に
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
の
「
二
か
ら
五
ま
で
及
び
八
に
つ
い
て
」
の
回
答
に
関
し
、

（
一
）

「
自
由
民
主
党
か
ら
提
示
さ
れ
た
法
案
の
条
文
修
正
に
係
る
具
体
的
な
論
点
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
考
え
方

を
説
明
」
す
る
文
書
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
該
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
二
文
書
に
お
い
て
「
法
案
修

正
の
ポ
イ
ン
ト
」
「
機
構
法
案
に
お
い
て
、
修
正
が
許
さ
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ

う
な
意
図
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
か
。

（
二
）

一
（
一
）
に
続
け
て
、
政
府
の
担
当
部
局
が
、
「
法
案
修
正
が
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
表
現
の
文
書
を
作
成
す
る

こ
と
は
、
立
法
権
の
侵
害
で
は
な
い
か
。

二

答
弁
書
の
「
六
に
つ
い
て
」
の
回
答
に
関
し
、

（
一
）

国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
で
は
、
職
員
が
国
会
議
員
と
接
触
し
た
場
合
の
記
録
管
理

及
び
情
報
の
適
切
な
公
開
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
政
府
で
、
ど
の
よ
う
な
措

一



置
を
講
じ
た
か
。

（
二
）

今
回
の
ケ
ー
ス
で
、
誰
が
誰
と
い
つ
ど
こ
で
会
っ
た
か
を
公
開
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
問
題
が
あ

り
、
公
開
が
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
詳
細
に
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
政
官
接
触
に
つ
い
て
情
報
の
適
切
な
公
開

を
す
る
こ
と
は
、
国
会
の
定
め
た
同
基
本
法
で
明
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
「
先
方
と
の
関
係
で
」
公
開
で
き

な
い
と
の
理
由
は
成
り
立
た
な
い
の
で
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
併
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


